
奈
良
。平
城
京
跡
右
京
二
条
三
坊
四
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
菅
原
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
久
保
邦
江

。
久
保
清
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
ｉ
平
安
時
代
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
近
鉄
西
大
寺
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
事
前
の
調
査
で
、

調
査
面
積
は
平
城
京
第
二
七
三
十

一
、
二
七
六
次
調
査
の
計
ニ
カ
所
、
四
五
〇

○
∬
で
あ
る
。
調
査
地
は
右
京

二
条
三
坊
四
坪
の
東
半
部
に
あ

た
り
、
北
辺
で
は
三

・
四
坪
坪

境
小
路
南
側
溝
、
東
辺
で
西
二

坊
大
路
の
存
在
が
想
定
さ
れ
た
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
古
墳
時
代

の
上
坑
、
奈
良
時
代
の
道
路

・

築
地

・
掘
立
柱
建
物

・
塀

。
溝

。
井
戸
、
平
安
時
代
初
頭
の
掘

立
柱
建
物

・
井
戸
で
あ
る
。
西
二
坊
大
路
は
今
回
初
め
て
東
西
両
側
溝
を
検
出

し
た
。
そ
の
幅
員
は
側
溝
心
々
間
で

一
五

・
六
ｍ
（五
三
小
尺
＝
四
四
大
尺
）
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
他
の
大
路
と
比
べ
て
若
干
狭
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
道
路
心
は
朱
雀
大
路
な
ど
か
ら
推
定
し
た
条
坊
計
画
心
よ
り
も
西
へ
約
八

ｍ
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

奈
良
時
代
の
遺
構
は
、
重
複
関
係
、
配
置
、
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
大
き
く
四

時
期
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
奈
良
時
代
末
頃
の
時
期
に
は
、
坪
の
北
東
の

一
画
で
内
部
に
甕
を
据
え
付
け
た
建
物
三
棟
が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
た
。
甕

自
体
は
残

っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
据
え
付
け
た
痕
跡
か
ら
甕
の
数
は
合
計
六
八

個
以
上
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
西
二
坊
大
路
に
面
し
て

門
が
開
い
て
い
た
。
こ
の
点
か
ら
こ
こ
は
三
位
以
上
の
貴
族
の
邸
宅
の
一
画
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
建
物
の
規
模
や
配
置
な
ど
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

む
し
ろ
公
共
の
施
設
の
一
画
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
①

木
簡
は
こ
の
時
期
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
二
と
Ｓ
Ｅ
五
〇
三
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
Ｓ
Ｅ
五
〇
二
は
、
南
北
三

・
四
ｍ
、
東
西
三

・
六
ｍ
、
深
さ
二

・
八

ｍ
の
平
面
隅
丸
方
形
掘
形
の
中
に
、
内
法
が

一
辺

一
。
二
ｍ
の
方
形
横
板
組
の

井
戸
枠
を
据
え
て
い
た
。
枠
は

一
一
段
あ
り
、
井
籠
に
組
む
。
枠
内
は
徐
々
に

埋
ま
っ
て
お
り
、
井
戸
底
か
ら
約

一
・
五
ｍ
上
層
で
馬
の
脚
部
の
骨
が
、
そ
の

す
ぐ
上
面
か
ら
は
墨
書
の
あ
る
檜
扇
が
出
上
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
井
戸
廃
絶
後
、

平
安
時
代
初
頭
頃
に
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
Ｓ
Ｅ
五
〇
三
は
、

平
面
が
長
径
三

・
八
四
節
、
短
径
三

・
五
七
ｍ
で
、
深
さ
二

・
六
ｍ
の
不
整
形

(奈 良)
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な
円
形
掘
形
の
中
に
方
形
の
上

・
下
三
段
構
造
の
井
戸
粋
を
据
え
る
。
上
部
の

枠
は
内
法

一
辺

一
・
二
ｍ
の
方
形
隅
柱
横
桟
留
縦
板
組
で
、
下
部
の
枠
は
内
法

一
辺
○

・
七
三
ｍ
の
方
形
横
板
組
で
井
籠
に
二
段
組
ん
で
お
り
、
横
板
の
外
側

に
は
綻
板
が
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
。
木
簡
は
井
戸
掘
形
か
ら

一
点
出
上
し
た
。

共
伴
遺
物
に
は
瓦
、
土
器
類
、
和
琴
の
琴
柱
と
思
わ
れ
る
木
製
品
が
あ
る
。
Ｓ

Ｅ
五
〇
三
の
掘
形
か
ら
は
、
猿
投
産
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
蔦
銀
蓋
が
出
土
し

た
。
こ
れ
ら
は
奈
良
時
代
末
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
ｉ
⑦
は
墨
書
の
あ
る
檜
扇
で
あ
る
。
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
二
か
ら
骨
板
が

一
三

枚
重
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
材
質
は
檜
で
あ
る
。　
一
番
外
側
の
一
枚
は
他

の
骨
板
よ
り
や
や
厚
め
で
、
上
端
の
片
側
に
は
九
み
が
つ
け
て
あ
る
た
め
、
親

骨
と
考
え
ら
れ
る

（①
）。
も
う

一
方
の
親
骨
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
骨
板
は
本

来

一
四
枚
以
上
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
骨
板
は
、
上
端
が
広
が
る
長
方

形
で
あ
る
。
骨
板
に
は
下
端
か
ら
約

一
Ｃｍ
の
と
こ
ろ
に
要
孔
が
穿
た
れ
て
い
る

が
、
要
は
残
存
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
骨
板
の
上
端
か
ら
二
ｉ
三

∽
の
と
こ
ろ
に
は
左
右
二
ヵ
所
に
、
骨
板
を
綴
る
た
め
の
糸
を
通
し
た
小
穴
が

確
認
で
き
る
。　
三
二
枚
の
骨
板
の
う
ち
、
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
の
は
七
枚
で
、

親
骨
の
墨
書
と
同
じ
面
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
四
枚

（ω
ど
①
）、
反
対
面
に
書

か
れ
て
い
る
の
が
三
枚

（③
ぞ
①
）
あ
る
。
表
一異
と
も
に
墨
書
の
あ
る
も
の
は
な

い
。墨

書
の
文
字
は
、
親
骨
⑪
の
み
漢
文
で
書
か
れ
、
②
ぞ
⑥
は
万
葉
仮
名
で
書

か
れ
て
い
る
。
ω
は
②
ｉ
Ｏ
と
は
筆
も
異
な
り
、
文
字
は
太
く
力
強
い
。
「彗
」

も

「輿
」
も
と
も
に
乗
り
物
の
意
で
、
「彗
輿
」
で
特
に
天
子
の
乗
り
物
と
い
う

意
味
が
あ
る
。
「輿
」
を
二
つ
重
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
習
書
の
可
能
性
も
あ
る
。

②
ｉ
⑭
は
筆
跡
か
ら
お
そ
ら
く
同

一
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は

一
応

「は
は
の
□
に
は
と
き
□
」
と
読
ん
だ
が
、

二
字
目
を

「流
」
、
四

・
五
宇
目
を

「安
米
」
と
読
ん
で

「は
る
の
あ
め
…
…
」
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
文
面
か
ら
は
②
ｉ
④
の
三
枚
を
通
じ
て
意
味
の
あ
る
も
の
と
は
考
え
が
た

い
。
反
対
面
に
墨
書
の
あ
る
⑥
Ｏ
は
②
ｌ
④
の
筆
使
い
と
は
異
な
る
た
め
、
さ

ω

　

「
徳
道
為
葦
輿
輿
　
　
　
　
　
ｏ
」

〔佐
ヵ
〕

②

　

「
波
波
乃
□
（
波
止
支
□
　
　
ｏ
」

③

　

「
□
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
」

①
　
　
□
□
甲
□
ロ

ミ
ロ
ロ
止
羅
小
ｏ
」

⑤

　

「
比
□
可
夕
乃
　
　
　
　
　
　
ｏ
」

⑥

　

「
己
乃
己
米
米
米
津
米
己
甲
　
ｏ
」

⑦

　

「
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
」

⑤
　
・
□
合
酒
四
升

ｏ
日
□
万
佐
可

］
『
Φ
×

］
ω
×

∵
∞
　

Φ
⇔
μ

中
『
ド
×

］
Φ
×

μ
　

Φ
ω
μ

］
『
岸
×

］
Φ
×

岸
　

ｏ
一
岸

（
］
い
∞
）
×

］
い
Ｘ

岸
　

Φ
⇔
μ

］
『
μ
×

］
Φ
×

μ
　

Φ
ω
ド

］
『
μ
×

］
Φ
×

μ
　

Φ
⇔
μ

］
『
μ
×

］
∞
×

μ
　

Ｏ
⇔
μ

（３
じ
×
６
９
×
∞
　
Φ
頓
Φ
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(5)
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嬢
鶴



ら
に
別
人
の
手
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
③
は
枕
詞
の

「
ひ
さ
か
た
の
」
で
あ

ろ
う
。

０
は
意
味
不
明
で
、

「米
」
を
続
け
て
書
い
て
お
り
習
書
を
思
わ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
⑦
は
わ
ず
か
な
墨
痕
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
墨
書
は
全
体
で
何
ら
か
の
意
味
を
も
つ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
分
で
も
意
味
が
通
り
に
く
い
の
で
、
お
そ
ら
く
手
遊
び
で
書
か
れ
た

も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
墨
書
が
あ
る
檜
一扇
は
平
叛
京

・
長
岡
京
な
ど
で
出
土
例

が
あ
る
。
ま
た
、
出
土
資
料
以
外
の
例
で
は
、
教
王
護
国
寺
に
安
置
さ
れ
て
い

た
千
手
観
音
立
像
の
四
二
菅
の
う
ち
の
一
本
の
内
到
り
か
ら
発
見
さ
れ
た
檜
扇

が
あ
る

（江
上
　
繰

『
扇
面
画

（古
代
編
こ

日
本
の
美
術
三
一
九
　
一
九
九
二
年
）。

こ
の
扇
に
は
文
字
だ
け
で
な
く
、
松

・
草

・
鶴

・
ド
な
ど
が
手
遊
び
に
描
か
れ

て
い
る
。
檜
扇
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
丼
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
二
は
奈

良
時
代
末
に
廃
棄
さ
れ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
檜
扇
が
投

棄
さ
れ
て
い
る
の
で
、
平
安
時
代
ま
で
下
る
可
能
性
が
あ
る
。

①
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
三
か
ら
出
土
し
た
。
上
部
と
下
端
部
が
欠
損
し
て
い
る

が
、
形
態
と
墨
書
の
内
容
か
ら
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。

「日
□
万
佐
可
」
は
、

上
部
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
部
分
だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
人
名
の

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
付
札
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
三
の
掘
形
か
ら
出
土
し
て
い
る

た
め
、
井
戸
構
築
時
よ
り
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
共
伴
す
る
遺
物

か
ら
考
え
て
奈
良
時
代
末
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読

・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料

調
査
室
の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
狭
育
委
員
会

『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
五
年

度
』
全

九
九
四
年
）

８．一９７　舷縣辮断）




